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水力発電

ほとんどなくなっているのです。
そこで、大河川の大規模なダム・発電

所ではなく、中小河川や農業用水を利用し
た “中小水力発電 ”の開発が推進されるよ
うになったのですが、実際に計画を進めよ
うとすると、小河川や用水路にも複雑な
水利権が設定されていて、種々難しい問題
がおきる。2013 年に河川法が改正され、
1,000kW未満の水力発電の認可手続きが
簡素化されたといえども、どの水でも自由
に使うことはできないのです。
そして、さらに問題なのは、ダムを持た

ない中小水力発電は、降雨量の影響をすぐ
に受ける。また、小さい流れゆえに、木の
枝や枯葉、その他のゴミを常に取り除く必
要があり、維持管理に手間がかかる。1日
に２回は発電機の稼働確認が必要だとさ
れ、安定した発電量を確保するのは容易で
はないのです。
つまり、事業規模が小さい割には、設置

手続きが煩雑で、維持管理にも手間がかか
る。１kW/ ｈの発電コストは、一般水力
発電の 10.6 円に比して、中小水力発電で
は 19.1 ～ 11.6 円といわれ、採算性を考
えれば、事業化するメリットが少ない。既
存の中小水力の出力は 963 万 kWで、そ
の 1.5 倍ほどの伸びしろがあるとの試算
（環境省）もありますが、実際に小水力発
電設備を導入した件数は、最近でもほとん
ど増えていないのが現状なのです。
イデオロギーや利権が絡んだデータに

惑わされることもあるのですが、風力、太
陽光、水力による発電については、単純に、
その実力、コスト、安全性、環境への負荷
などを考えても、日本の電気の安定供給を
支えるベースロードには、成り得ないので
はないかと思う次第です。

明治 24 年（1891）に、琵琶湖疎水を
利用した蹴上水力発電所が京都に完成。
以来、日本各地で水力発電所が建設さ
れ、昭和 30 年（1955）には、全電力の
78.7% が水力発電で提供されるまでにな
りました。水力発電は、純国産の自然エ
ネルギーを使い、ランニングコストも安
い上に、CO₂ をほとんど排出しない、河
川の多い日本に適している発電方式とし
て、大正・昭和の日本の基幹電源の役割
を担ってきました。
しかるに、昭和の中頃までには、国内

のダムサイトの適地がほとんど開発しつ
くされ、新たに水力発電所をつくるのが
難しくなりました。それで、経済活動の
進展により増大する電力需要に対応すべ
く、比較的安価かつ大量に輸入が可能に
なった化石燃料を使用する大型火力発電
所が、各地に次々と建設されました。そ
の結果、昭和 37 年（1962）には水力と
火力の比率が逆転。現在では、水力の比
率は全体の 8.5％までに低下しています。
日本の包蔵水力（既存の水力発電所の

能力と未利用の水力資源を電力で現した
もの）は、3,315 万 kW（現在の総発電量
の 1/28）で、その約 37%が未だ開発され
ていないといわれます。しかし、建設計
画の発表後に何十年も塩づけになってい
るダムサイトがあるように、新たな水力
発電所の建築はほとんど進んでいません。
自然の景観が損なわれる、地形・地質的
に問題がある、水没する村落・人口が多
すぎる、動植物の住処を奪い生態系を損
なう危険性がある、森の栄養が海に届か
なくなり漁業に影響が出る等々、多くの
理由・問題があり、今後新たに大型ダム
を建設して水力発電所を作る可能性は、

第 3 回「出前教学講座」に出講（安井幹夫）
／第 280 回研究報告会「アフリカ・ヨーロッ
パ関係論の試み」（森洋明）／自著紹介（幡
鎌一弘）／「教学と現代 11」第３回第２講：
吉川裕利「中国（大陸）伝道の現在」（金子
昭）／新刊案内


